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― A survey of middle-school and university students―
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Abstract: The purpose of this study was to investigate the relationship between the 
feeling for friends and the needs for support from them. In a survey, middle-school and 
university students were asked to rate on two scales. The first scale measured feelings for 
friends: “Reliance and security,” “Anxiety,” “Independence,” “Rivalry,” and “Conflict”. The 
second measured needs for different kinds of supports from friends: “Acceptance,” 

“Belongingness,” “Admiration．” The results of a regression analysis showed that the effect 
of feelings for friends on the needs for supports had a significantly different pattern 
between middle-school and university students. For middle-school students, the results 
showed that only “Reliance and Security” increased the needs for supports from friends. 
On the other hand, for university students, the results were more complex. For example, 
not only “Reliance and security” but also “Anxiety” and “Rivalry” increased some kinds of 
needs for support. This different pattern of friendship at the two stages is discussed．
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問　題

青年期における友人サポートの重要性
　青年期は，親に依存的であったそれまでの段階から，
親から離れ，精神的に自立し始める段階である。この
ようななかで，青年は，親よりも友人と親密に関わる
ようになり（たとえば Hunter & Youniss, 1982），友
人からより多くのサポートを受けるようになる（たと
えば尾見，1999）。このことから，友人からのサポー
トは，青年が日常生活を送る上で非常に重要な役割を
担っていると言える。

友人に抱く感情の複雑さ
　ところで，青年が友人に抱く感情は非常に複雑であ
る。榎本（1999）は，青年期初期から後期にかけての
学生（中学生，高校生，大学生）が友人に抱いている
感情を収集・整理した。そしてその結果，「信頼・安
定」，「不安・懸念」，「独立」，「ライバル意識」，「葛藤」
の５種類が示された。この結果から，青年が友人に抱
く感情には，「信頼・安定」といったポジティブなも
のだけでなく，「不安・懸念」，「葛藤」といったネガティ
ブなものも含まれていると言える。
全ての友人からサポートを必要としているのか
　以上のように，友人に抱く感情が一様にポジティブ
ではないことを考慮すると，青年が全ての友人からサ
ポートを必要としているとは想像し難い。その友人か1岡山大学大学院教育学研究科
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らサポートを必要とするか否かは，抱く感情によって
異なるだろう。たとえば，信頼している友人からはサ
ポートを必要としても，関係の中で葛藤を感じている
友人からはサポートを必要としないかもしれない。 
　このように青年期においては，ある友人からはサ
ポートを必要とし，ある友人からはサポートを必要と
しない，ということが想定される。このとき，もし“こ
の友人にサポートしてほしい”と思っているにも関わ
らず，サポートを受けることができなかったり，逆に

“この友人からはサポートされたくない”と思ってい
るにも関わらず，サポートを受けてしまうことは，友
人との関係を悪化させたり，ストレス反応を生じさせ
る可能性がある。青年期における効果的なサポートを
探る上ではまず，どのような感情を抱く友人からサ
ポートを必要とするのか，検討しておく必要があろう。
サポートの多様性
　これまでのソーシャル・サポート研究によると，サ
ポートの種類は，労力や金銭的・物質的資源を提供す
るものや，余暇活動に一緒に時間を費やすもの，情報
を提供するもの，情緒にうったえるものまで様々であ
る（たとえば和田，1989）。このことを考慮すると，
たとえば，友人にライバル意識を感じている場合には，
一緒に時間を過ごすようなサポートは必要としない
が，互いを認め合い評価するようなサポートは必要と
する，というように，サポートの種類によって感情と
の関係が異なることが予測される。友人に抱く感情と，
必要なサポートとの関連を検討するにあたっては，サ
ポートの種類を考慮した検討が必要であると考えられ
る。
学校段階によって結果が異なる可能性
　同じ青年期という段階でも，友人関係のあり方は学
校段階に伴って変化する。落合・佐藤（1996）は，青
年期初期から後期にかけての学生（中学生，高校生，
大学生）を対象に，友人とのつきあい方について調査
を行った。その結果，青年期初期にあたる中学生では
浅く広いつきあい方が多いが，高校生，大学生と後期
になるにしたがって，深く狭いつきあい方が多くなる
ことが示された。
　学校段階によって友人関係のあり方が異なるという
上記の知見を考慮すると，友人に抱く感情や，必要な
サポート，さらにそれらの関連も，学校段階で異なる
ことが予想される。現に，友人に抱く感情について検
討した榎本（1999）では，学校段階によって各種の感
情の強さが異なることが既に示されている。
本研究の目的
　以上の議論をまとめると，友人に抱く感情と，必要
なサポートとの関係を検討するにあたっては，それら

双方の種類を考慮する必要があると言える。そしてそ
の際には，学校段階による違いについても検討を行う
必要がある。しかし，これらの点を十分に考慮しなが
ら，青年期における友人サポートのあり方を検討した
研究はこれまでみられない。
　そこで本研究では，学校段階ごとに，友人に抱く各
種の感情が，各サポートの必要性に及ぼす影響を検討
する。学校段階としては，中学校と大学を扱うことで，
青年期の初期と後期の違いを検討する。

方　法

調査対象者と手続き
　中学生107名（男性56名，女性50名，不明１名），大
学生175名（男性57名，女性116名，不明２名）を対象
に，質問紙調査を実施した。各学校段階における調査
対象者の学年は，中学生では１年生38名，２年生37名，
３年生30名，不明２名，大学生では１年生169名，２
年生２名，３年生２名，４年生１名，不明１名であっ
た。
質問紙の構成
　質問紙では，対象者自身の友人を１人思い浮かべて
もらい，その友人に関して，以下に示す２種類の質問
項目に回答するよう求めた。
　友人に対する感情　中学生から大学生にかけての友
人に対する感情は，「信頼・安定」，「不安・懸念」，「独
立」，「ライバル意識」，「葛藤」の５因子に整理される

（榎本，1999）。本研究ではこの結果を参考に，友人に
対する感情として上記の５種類を測定した。測定項目
としては，榎本（1999）で各因子に対して負荷量の高
かった順に上位３項目を選出した。ただし同研究の尺
度項目には，「友達と違う意見でも自分の意見はきち
んと言う」など，友人に対する感情ではなく，行動に
関する項目も含まれている。本研究では友人に対する
感情に特化した検討を行うため，同研究の尺度から行
動を測定していると考えられるものは除外した。その
際，「独立」に関しては，当該因子に高く負荷してい
る３項目のうち，２項目が行動を測定していると考え
られるものであったため，１項目のみを測定に用い
た。また，中学生と大学生双方に適した内容になるよ
う，細かい表現を修正した。具体的な測定項目は表１
に示す。回答は，「あてはまらない（１点）」，「あまり
あてはまらない（２点）」，「ややあてはまる（３点）」，

「あてはまる（４点）」の４段階であった。
　必要なサポート　必要なサポートとして様々なもの
を測定するため，久田・千田・箕口（1989），嶋（1992），
和田（1989）におけるソーシャル・サポートを測定す
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る尺度から，25項目を選出して使用した。項目の選出
は，（a）多くの友人からではなく，一人の友人から受
けるサポートについての内容であり，（b）選出した
他の項目と内容が異なる，という２つの観点から行っ
た。なおこの尺度に関しても，中学生と大学生双方に
適した内容になるよう，細かい表現を修正した。具体
的な測定項目は後の表３で示す。回答は，「必要ない（１
点）」「どちらかというと必要ない（２点）」，「どちら
かというと必要（３点）」，「必要（４点）」の４段階で
あった。

結　果

分析に使用する項目の検討
　友人に対する感情　測定した５種類の感情のうち，
複数の項目を用いて測定した４種類（信頼・安定，不
安・懸念，ライバル意識，葛藤）に関して，学校段階
ごとにα係数を算出した。その結果，中学生におけ
る不安・懸念と，ライバル意識のα係数が著しく低
い値となった（αs < .535）。そこで，それら２種類の
感情に関しては，測定項目のうち，当該感情を最も包
括的に表現していると考えられる項目の得点を以降の
分析で用いることとした。中学生，大学生いずれに関
してもα係数が .60以上であった感情（信頼・安定，
葛藤）に関しては，測定した項目の得点を合算平均し
て分析に用いた。なお，単項目で測定した独立に関し
ては，その項目の得点を分析に使用した。以降の分析
で使用する具体的な項目については表１に，各感情の
得点は表２に示す。
　必要なサポート　友人から必要とするサポートを測
定した全てのデータに対して，最尤法，プロマックス
回転による探索的因子分析を行った。その結果，因子
の解釈の容易さから３因子解が採用された。第１因子
は，“普段から私の気持ちをよく理解してくれる”，“良
いところも悪いところもすべて含めて，私の存在を認
めてくれる”など，自身のことを深く理解し，受容し
てもらう内容の項目が高い正の負荷を示したため，受
容サポートと命名した。第２因子は，“一緒に遊びに
でかけたりする”，“おしゃべりをして楽しい時をすご
す”など，同じ活動を一緒に行い，所属感を高める内
容の項目が高い正の負荷を示したため，所属サポート
と命名した。第３因子は，“何かにつけ私をほめたた
えてくれる”，“私を高く評価してくれる”など，自身
を評価し，称賛してもらう内容の項目が高い正の負荷
を示したため，称賛サポートと命名した。なお以降の
分析では，共通性が .30以上かつ，いずれかの因子に
対して負荷量の絶対値が .40以上の項目を選出し，そ

れらの得点を合算平均した値を用いた。各サポートの
得点に関して学校段階ごとにα係数を算出した結果，
著しく内的一貫性の低いものはなかった。探索的因子
分析の結果及び以降の分析で使用する項目については
表３に，各サポートの得点およびα係数は表２に示
す。
学校段階による各変数の得点の違い
　中学生と大学生とで友人に対する感情と，必要なサ
ポートの得点が異なるのかを検討するため，それらの
各変数を従属変数，学校段階を独立変数とする t 検定
を行った。その結果，友人に対する感情は，いずれに
関しても有意な差は認められなかった。一方，必要な
サポートに関しては，受容サポートおよび所属サポー
トの得点が，中学生よりも大学生の方が高いことが示
された（受容サポートで t（165.40）= -3.47,  p< .001; 所
属サポートで t（186.27）= -2.07, p<.05）。称賛サポート
に関しては，有意な差は認められなかった。

表１　友人に対する感情の測定項目
　　（榎本，1999を一部改変）

表２　各変数の平均値（標準偏差），<α係数>
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友人に対する感情が必要なサポートに及ぼす影響
　友人に対する感情が，その友人から必要とするサ
ポートに及ぼす影響を検討するため，３種類のサポー
ト（受容サポート，所属サポート，称賛サポート）そ
れぞれを目的変数とし，５種類の感情（信頼・安定，
不安・懸念，独立，ライバル意識，葛藤）を説明変数

とする重回帰分析を行った（表４参照）。
　分析の結果，中学生においては，友人に対して信頼・
安定を強く感じるほど，その友人から受容サポートや
所属サポートを必要とすることが示された。また，称
賛サポートはいずれの感情からも有意な影響を受けて
いなかった。さらに，信頼・安定以外の４種類の感情

表３　友人から必要とするサポートの因子分析結果

表４　友人に対する感情が必要なサポートに及ぼす影響（偏回帰係数）
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は，いずれのサポートにも有意な影響を及ぼしていな
かった。
　大学生においては，友人に信頼・安定を強く感じる
ほど，その友人から受容サポート，所属サポート，称
賛サポートを必要とすることが示された。また，不安・
懸念を強く感じるほど，受容サポートや所属サポート
を必要とすることや，独立した関係にあると感じるほ
ど称賛サポートを必要としないこと，ライバル意識を
強く感じるほど称賛サポートを必要とすること，葛藤
を強く感じるほど受容サポートを必要としないことが
示された。

考　察

学校段階による友人に対する感情の違い
　本研究では，中学生および大学生に関して，友人に
対する感情と必要なサポートとの関連を検討した。そ
してその際には，友人に対する感情と必要なサポート
それぞれに関して，中学生・大学生間における得点の
比較も行った。その結果，友人に対する感情に関して
は，いずれの感情でも有意な差が認められなかった。
このうち信頼・安定や葛藤に関しては，同様の検討を
行った榎本（1999）でも同じ結果が得られている。こ
れより，友人を信頼する気持ちや，友人との関係の中
で葛藤を感じる気持ちについて，中学生と大学生の間
で強さに違いがないことは，調査対象者を変えても再
現される頑健な結果であったと言えよう。
　一方，不安・懸念やライバル意識，独立に関しては，
本研究とは異なり，榎本（1999）では中学生と大学生
との間に有意な差が見出されている。このように２つ
の研究間で異なる結果が得られたことは，上記３種類
の感情の強さに関して，中学生・大学生間での異同が，
調査対象者を変えることで結果が変わるような不安定
なものであることを示唆しているのかもしれない。た
だし，本研究と榎本（1999）では，不安・懸念やライ
バル意識，独立を測定した尺度が若干異なる。そのた
め両研究の結果の違いは，尺度項目の違いに起因して
いる可能性もある。この点に関しては今後更なる検討
が必要であろう。
学校段階による必要なサポートの違い
　友人からのサポートに関しては，受容サポートおよ
び所属サポートが，中学生よりも大学生で必要とされ
ていることが示された。青年期においては，親からの
精神的な自立に伴って，友人からより多くのサポート
を受けるようになる（たとえば尾見，1999）。このこ
とから，大学生は，親からのサポートが減っていく分，
友人からのサポートがそれ以前にも増して必要になっ

てくるのだと推察される。
　一方，称賛サポートに関しては，中学生と大学生と
の間に有意な差は認められなかった。加えて，他のサ
ポートと比べて得点が低い傾向にあった。称賛サポー
トは，“何かにつけ私をほめたたえてくれる”，“私を
高く評価してくれる”など，自身のことを友人が褒め
称える内容のサポートである。このようなサポートは，
中学生でも大学生でも，友人からあまり必要とされて
いないと言えよう。
友人に対する感情が必要なサポートに及ぼす影響
　本研究の主目的である，友人に対する感情が，その
友人から必要とするサポートに及ぼす影響に関して
は，中学生と大学生とでパターンが異なることが明ら
かとなった。まず中学生に関しては，信頼・安定が受
容サポートおよび所属サポートの必要性を促進してい
た以外に，有意な影響はみられなかった。つまり，必
要なサポートに対して有意な影響を示した感情は，信
頼・安定のみであった。これより中学生は，信頼して
いる友人からサポートを必要としており，それ以外の
感情（不安・懸念，ライバル意識，独立，葛藤）をど
んなに感じようと，サポートを必要とするか否かとは
関連がないと言える。
　また，中学生においては，いずれの感情も称賛サポー
トの必要性を有意に説明しなかった。中学生において
は，友人に対してどのような感情を感じていようと，
称賛サポートを必要とするか否かとは関連がないと言
えよう。
　以上のように中学生に関しては，友人に対する感情
と，必要なサポートとの間に非常にシンプルなパター
ンが示された。これとは対照的に，大学生ではより複
雑なパターンが示された。具体的にはまず，信頼・安
定は，３種類のサポート（受容サポート，所属サポー
ト，称賛サポート）全ての必要性を促進していた。信
頼している友人からは，種類を問わず，いずれのサポー
トも必要としていると言える。
　また，不安・懸念は受容サポートおよび所属サポー
トの必要性を，ライバル意識は称賛サポートの必要性
を促進していた。大学生においては，友人との関係に
不安を感じると，自分を受容してもらったり，一緒に
時間を過ごすようなサポート，言い換えれば，不安・
懸念を解消できるようなサポートをその友人から必要
とする傾向があると言える。また，ライバル意識に関
する結果は，“様々な点で負けたくない”と感じてい
る友人に対して，回避するのではなく，むしろ積極的
に互いを認め合い，良い関係を築きたいと考えている
ことを示唆しているのかもしれない。
　さらに独立は称賛サポートの必要性を，葛藤は受容
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サポートの必要性を抑制することが示された。独立に
関する結果は，独立した関係にある友人とは，“何か
につけ私をほめたたえてくれる”といった過度に迎合
的な行動をとられることで，その関係を壊したくない
という考えが表れているのかもしれない。また，受容
サポートは，他の２種類と比べて内的に深い関わりを
持つような内容のサポートである。このことを考慮す
ると，葛藤に関する結果は，一緒にいると自分のやり
たいことができないような友人とは，深い関わりを持
ちたくないという考えの表れなのかもしれない。
　大学生に関する以上の結果の中でも，信頼・安定が
サポートの必要性を促進する傾向は中学生と同様で
あったが，不安・懸念や独立，ライバル意識，葛藤が
各サポートの必要性に影響を及ぼす点は中学生の結果
とは大きく異なっていた。落合・佐藤（1996）による
と，青年期初期から後期にかけては，友人関係が広い
ものから狭いものに変化していくという。このことと
本研究の結果とを合わせて考えると，中学生は様々な
友人とつきあいがありながらも（広い関係ながらも），
サポート源として必要としているのは信頼している一
部の友人のみで，他の友人に関しては，特にどのよう
なサポートが必要，ということを考えないのかもしれ
ない。これに対して大学生は，つきあいのある友人は
少ないものの（狭い関係ながらも），不安・懸念を感
じるような友人からは受容感や所属感が得られるよう
なサポートを，ライバル意識を持っている友人からは
称賛が得られるようなサポートを，というように，自
身の抱いている感情に合わせて必要なサポートを意識
的に選択している可能性がある。
本研究の限界と課題
　本研究では友人に対する感情のうち，不安・懸念や，
ライバル意識に関しては，測定に使用した尺度で十分
な内的一貫性が示されなかった。そのため分析の際に
は，各感情に関して代表的な項目を１つ選び，その得
点に関して検討を行った。また独立に関しては，元尺
度である榎本（1999）において，感情にあたる内容が
１項目のみであったため，単項目のみで測定・検討を
行った。これらの変数に関しては，今後，項目を改善，
増量するなど，測定に用いる尺度を改善した上で，本
研究と同様の結果が得られるか再度検討を行う必要が
あると考えられる。
　また本研究では，青年期の初期と後期にあたる中学
生と大学生とを対象に調査を行ったが，青年期におけ
る変化をより詳細に捉えるためには，高校生を対象と
した検討も必要であろう。本研究によって，中学生と
大学生とでは友人に対する感情と，その友人から必要
とするサポートとの関係のパターンが異なることが示

されたが，高校生についても同様の検討を行うことに
よって，パターンの変化がどのような過程を経て起
こっているのかを明らかにすることができるだろう。
　さらに，本研究では横断調査による検討を行ったが，
厳密にパターンの変化を検討するためには，今後，縦
断調査による検討を行うことが望ましいと考えられ
る。
　最後に，本研究最大の課題は，必要なサポートが実
際に与えられたときや，与えられなかったときの効果
についてである。本研究では，“この友人からサポー
トがほしい”と思っているにも関わらず，サポートが
提供されないことで，友人との関係が悪くなったり，
ストレス反応が生じる，というように，友人から必要
としているサポートと，実際に得られたサポートとが
不一致のときネガティブな影響があることを想定して
検討を行った。しかし，この点に関しては想定のみで，
推測の域を出ない。効果的な友人サポートについて考
える上では，必要なサポートが友人から得られなかっ
たとき，また，必要としていないサポートを友人から
受けた際の，友人との関係やストレス反応についても
実証的な検討を行っていく必要があると考えられる。
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